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1. はじめに 

メディア関係の学校に入って初めてプログラミング

の学習をする人は少なくない。しかしよほどの学習意

欲があり，プログラミングに興味のある人でなければ

継続して学習して行くのは難しい。そこで，プログラ

ミングの初心者がモチベーションの維持ができるよう

な学習方法がないか考えた。そして，プログラミング

学習において対象者が楽しんで学習でき，自らの成果

がすぐに確認できるようにすることでモチベーション

の維持に繋がるのではないかという結論に至った。よ

って，プログラミング初心者に合わせた初歩的な問題

から応用問題までを自分の目でみて確認できるビジュ

アルプログラミングを使用して学習のサポートをする

システムの開発を目指した。 

 

2. ビジュアル学習システムの提案 

本システムはプログラミング初心者にプログラミン

グを学習してもらうために開発したがプログラミング

といってもさまざまなアプリケーションがあり，プロ

グラム言語がある。よって，本システムの初心者がモ

チベーションを維持してプログラミングの学習を行え

るという目的に合うようにビジュアルプログラミング

を使用して対象者に学習してもらおうと考えた。ビジ

ュアルプログラミングとは実行画面に図や文字が描き

出されプログラムをした人が自分の成果を一目で確認

できるようなプログラミングのことである。実行画面

が目で見て確認できるプログラミングは使用者がモチ

ベーションを維持して学習できると考えた。概念図を

図1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 システムの概念図 

3. ビジュアル学習システム 

3.1 システムの構成 

本システムは，プログラミング学習でのモチベーショ

ン維持を目的とし，正否判定で正解の箇所と間違って

いる箇所が確認できることを目標とした。選択肢によ

る基本問題と学習者がプログラムを作成する応用問題

を出題の構成とした。応用問題は，基礎プログラムに

プログラムを追加し，完成のプログラムを作成する。

プログラムが完成したら，実行画面を保存し，正解画

像と学習者が作成したプログラムの画像を図 3 のよう

に比較する。そして自動的に間違った部分の色が変わ

るようにした。本システムはビジュアルプログラミン

グ言語processing2.2.1で制作した。 

 
3.2 静止画による正否判定 

本システムでは答え合わせを画像や動画による正否

判定で行う。答えを見るだけの正否判定より実際に間

違えたところが分かる画像による正否判定のほうが使

用者は理解しやすいのではないかと考えたからである。 

 この画像による正否判定は，応用問題の答え合わせ

のときに使用する。まずは，使用者がプログラミング

をしたソースを実行して出てきた実行画面を保存して

画像化する。そして，画像化した実行画面とすでに用

意してある正解の画像を比べて，もし不正解の部分が

あったならばその部分に色が付き，その部分のソース

が表示されるという仕組みになっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 画像の正否判定 
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3.3 複数段階での正否判定 

本システムではプログラミング初心者に段階的な学

習をしてもらいモチベーションを維持してもらおうと

考えた。初めから難しい問題をやっても分からないだ

けでなく，モチベーションも維持できないからである。 

 問題をQ1-1，Q1-2…と出題して行くことで長いプロ

グラムを書かせることなく，もし間違えたとしてもど

の部分が間違えたところがすぐ分かるようにした。下

記の図3に段階的な学習の流れを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 複数段階の正否判定 

 

3.4 動画による正否判定 

 この動画による正否判定では，動画のプログラム問

題の答え合わせのときに使用する。まずは，使用者が

プログラミングをしたソースを実行して出てきた実行

画面を 1 フレームずつ保存して 180 枚の画像を作る。

そして画像判定と同じように 1 フレームずつ正解の画

像と解答者の画像を比較して，正解画像と違っている

部分があればその部分が赤色で表示される仕組みであ

る。実行すると上に解答者のプログラムの動画が表示

され，下には正解のプログラムの動画が表示される。

動画の正否判定を図4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 動画による正否判定 

 

4. プログラム作成問題の例 

下記の図 5 に上記以外のプログラム作成の問題と回答

判定の画面（不正解）の例を示す。 

 

（1）問題 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  回答判定の例 
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（2）問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）問題 
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Q1 Q2 Q3
当てはまる 5点 3人 3人 1人
少し当てはまる　4点 4人 6人 6人
どちらでもない　3点 1人 1人 2人
あまり当てはまらない　2点 2人 0人 0人
当てはまらない　1点 0人 0人 1人
平均点 3.8点 4.2点 3.6点

  回答判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8）問題 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  回答判定の例 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9)問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 動画による正否判定の問題例 

 

 

5. 評価実験 

10 名の被験者に本システムの静止画の正否判定を使

用してもらい実験後、アンケートに回答して頂いた。

評価の段階は｢当てはまる｣、｢少し当てはまる｣、｢どち

らでもない｣、｢あまり当てはまらない｣、｢当てはまら

ない｣の5段階評価で行った。結果を表1に示す。 

 

表1. アンケートの結果 

 

 

 

 

                   

  Q1.システムが使いやすい 

  Q2.ビジュアルプログラミングを学習できていると感じる 

  Q3.モチベーションを維持しながら学習できる 

 

6. おわりに 

本研究ではビジュアルプログラミングの学習でプロ

グラミング初心者がモチベーションを維持してプログ

ラミング学習が行えることを目標とし，システム制作

に取り掛かった。このシステムの特徴ともいえる，回

答画像正否自動判定モジュールが評価アンケートで好

評価であったので，使用者が自分の目で正否確認を行

えることでモチベーション維持に繋がるという結果を

出すことができた。しかし，問題数の少なさやシステ

ム全体の使いやすさに改善点が見つかったため，それ

らを改善することができればさらに有用な学習システ

ムになると言える。 

 今後の課題は複数段階および動画の正否判定システ

ムの評価実験を行うことである。 
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